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平成 1７（2005）年度 日本語研修コース報告 
 

 和田 礼子 

 
１．第 9期（2005年 4月~2005年 7月）コース概要 
開講期間：平成 16年 4月 18日（月）～平成 16年 7月 29日（金） 
開講時間数：授業は週に 13コマ（１コマ 90分） 
      これに加えて期間の後半に集中講義 15コマを行う 
 

 月 火 水 木 金 
9:50～10:50 文法 ドリル 応用 ドリル 会話 

11:00～12:00 ドリル 会話 ドリル 応用 文法 

12：50 
～14：20 

漢字 異文化理解 スピーチ   

14：30 
～16：00 ＊Word, Power point実習、修了レポート作成（集中講義） 

開講レベル：日本語学習歴がゼロの学生を対象とする 
使用教科書：『みんなの日本語初級』１（スリーエーネットワーク） 

             『みんなの日本語漢字１』（スリーエーネットワーク） 
 
コース日程： 

４月４日～11日 空港出迎え・会館入居 
       外国人登録・学内外の案内 
４月５日～４月 15日 プリセッション ひらがな、あいさつ指導 

          （センター教官指導のもと、チューターの学生の個別指導） 
４月 12日   全学留学生オリエンテーション  
４月 18日   研修コースオリエンテーション、日本語授業開始 
４月 22日   健康診断 
６月 11日、12日   多国籍合宿参加 
６月 22日   オープンクラス（日本語授業の公開） 
７月 8日   日本文化体験 書道 
７月 27日、28日 日本語能力試験 4級（過去問題）実施 
７月 29日     修了式 ポスターセッション 
８月 1日～5日 発表ビデオ作成 
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受講者名簿 

 
２ ポスターセッション 

 第 9期生のポスターセッションは生協中央食堂会場の一部を会場として行った。前年度
までは総合教育研究棟のエントランスホールで行っていたが、会場が狭いことや空調設備

の不備などの理由で会場を変更した。会場を決めるに当たって留意したことは、「一般の日

本人学生にも目に付きやすい場所での開催」である。例年ポスターセッションには留学生

の指導教官や研究室の友人、ホストファミリーとしてお世話になった日本人などが来場し

ている。今回は特に、鹿児島大学にはさまざまな国から来た留学生がおり、彼らが日本語

を学んでいるということを、あまり知らない日本人学生にも知ってもらいたいという意図

を持って会場を選択した。 

 ポスターセッションは留学生の日本語学習の成果を発表する場であると同時に、日本人

学生にとっても異文化を肌で感じ、視野を世界に広げることのできる貴重な機会である。 
このような「場」が積み重ねられていくことが留学生を受け入れる環境の改善につながり、 
相互理解のきっかけになると考えている。         

（留学生センター 助教授） 

 氏名・国籍   配置大学・研究科 

1 
Noureen Afsar Khan 
パキスタン 

女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大医歯学研究科 

2 
Paula Ordonez 
コロンビア 

女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大医歯学研究科 

3 
Desy Ekawati 
インドネシア 女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 

4 
Kader, Md. Abdul 
バングラデッシュ 

男 大使館推薦国費研究留学生 鹿大水産学研究科 

5 
Kamali, Ali Naghi 
イラン 

男 大使館推薦国費研究留学生 鹿大農学研究科 

6 
Peter Francis Shahada 
タンザニア 

男 大使館推薦国費研究留学生 鹿大農学研究科 

7 
Mario Peruelo De Leon 
フィリピン 

男 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 

8 
Menchie Ejis Montecillo 
フィリピン 

女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 

9 
Maria Hannah Terbio Mirabueno 
フィリピン 

女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 

10 
Cecilia Goncalves Simoes 
ブラジル 

女 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 

11 
Mpanzu Wanzola 
コンゴ 男 大使館推薦国費研究留学生 鹿大理工学研究科 


